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2段階単体法

Min. 〈c,x〉 s.t.  Ax = b, x ≧0. 

において，実行可能基底解をみつけるのは自明でない．

そこで，次の問題を考える．等式制約は，+1か-1をかけることで，b≧0と仮定できる．

Min.  〈1,y〉s.t. A x + y = b, x ≧0, y ≧0

1はすべての要素が1のベクトルである．このときx=0, y=bは実行可能基底解である．こ

こから単体法をスタートして最適基底解を得る．このとき，最適値が０を超えた場合，元

問題には，実行可能解が存在しない．最適値が０のときは，y=0であり，そのときの基底

解は，元の問題の実行可能基底解となる．そこで，元問題に対して，単体法を走らすこと

ができる．
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